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Ⅰ

ま
ち
づ
く
り
事
業
の

地
域
指
定

平
成

年
４
月
か
ら
行
政
と

１８

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
五
地
区
が
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

モ
デ
ル
地
区
を
受
け
、
高
崎

経
済
大
学
、
桜
井
常
矢
教
授
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
地
区
内
の

諸
問
題
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

Ⅱ

共
通
テ
ー
マ
が

設
定
さ
れ
る
ま
で

(

１)

社
会
的
・
時
代
的
な

要
請
か
ら

戦
災
の
廃
墟
か
ら
立
ち
上
が

っ
た
わ
が
国
の
経
済
は
隆
盛

し
、
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
に
は
土
地
の
資
産
価
値
の

下
落
、
低
金
利
政
策
に
よ
る
底

な
し
の
デ
フ
レ
、
さ
ら
に
は
百

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
的

大
不
況
な
ど
の
変
化
に
よ
り
国

民
は
資
産
価
値
か
ら
生
活
価
値

を
追
求
す
る
時
代
と
な
っ
た
。

各
種
世
論
調
査
の
結
果
を
見
て

も
都
市
住
民
の
関
心
は
も
っ
ぱ

ら
暮
ら
し
の
安
全
、
安
心
と
豊

か
さ
の
確
保
の
た
め
の
投
資
に

向
か
い
、
ま
た
若
い
世
代
は
生

活
価
値
を
大
切
に
す
る
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、
国
民
は
生
活
の
利
便

性
や
快
適
性
を
保
証
で
き
る
住

環
境
を
創
造
し
、
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
や
多
彩
な
余
暇
・

文
化
活
動
の
組
織
づ
く
り
や
良

好
な
人
間
関
係
づ
く
り
に
努
め

「
よ
り
良
い
生
活
サ
ー
ビ
ス
の

質
」
な
ら
び
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

」

、

イ
の
質

を
向
上
さ
せ
る
工
夫

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
農
業
従
事
者
の
半
減
と
遊

休
農
地
の
激
増
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
定
年
後
の
退
職
者
は
、

余
生
を
「
生
き
甲
斐
」
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
「
家
庭
菜
園
や
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
が
で
き
る
郊
外
の

暮
ら
し
」
を
求
め
る
者
が
多
く

「
農
住
共
存
型
」
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。

(

２)

地
域
の
実
態
か
ら

清
里
と
い
う
地
名
の
誕
生

は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合

。

、

、

併
に
始
ま
る

池
端

青
梨
子

野
良
犬
の
ヘ
ン
や
つ
く
り
を
組

み
合
わ
せ
て
「
清
里
」
と
い
う

村
名
が
生
ま
れ
た
。
県
下
で
も

規
模
は
小
さ
い
が
、
村
柄
も
よ

く
、
人
情
に
富
み
、
勤
労
を
愛

し
、
一
致
団
結
し
て
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
来
た
輝
か
し
い
歴

史
を
も
ち
、
自
治
旗
を
授
与
さ

れ
た
「
模
範
村
」
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
地
域
は
昔
か
ら
養

蚕
製
糸
が
主
産
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
産
業
構
造
の
変
化

に
よ
り
、
現
在
で
は
枝
豆
、
玉

ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
の
蔬
菜
類
が
生
産

主
体
と
な
り
、
そ
の
品
質
の
良

さ
か
ら
「
清
里
ブ
ラ
ン
ド
」
と

い
っ
て
も
良
い
ほ
ど
に
市
場
で

高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
聞

く
。一

方
、
こ
の
地
域
に
も
昔
か

ら
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
ふ
る

、

。

さ
と
料
理

郷
土
料
理
が
あ
る

例
え
ば
、
お
切
り
こ
み
、
焼
き

、

、

、

餅

す
い
と
ん

ふ
か
し
饅
頭

き
ん
ぴ
ら
な
ど
色
々
と
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
食
嗜
好
の
変

化
や
家
庭
の
主
婦
の
職
場
へ
の

進
出
等
に
よ
り
家
庭
の
手
づ
く

り
料
理
が
出
来
な
く
な
る
と
、

勢
い
身
近
な
ス
ー
パ
ー
へ
と
足

が
進
み
、
そ
こ
で
惣
菜
や
各
種

食
品
を
購
入
す
る
傾
向
が
多
く

な
り
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
が
次

第
に
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

○

地
域

の
伝

統

的

な
文

化

・
行
事
か
ら

こ
の
地
域
に
は
江
戸
時
代
に

活
躍
し
た
上
青
梨
子
町
の
葛
西

玄
冲
や
助
産
婦
と
し
て
活
躍
し

た
津
久
井
い
そ
、
養
蚕
飼
育
の

改
良
に
尽
力
し
た
前
原
の
井
草

太
郎
右
衛
門
、
上
州
座
繰
器
の

改
良
を
し
て
有
名
な
高
橋
邦

、

、

。

七

萬
右
衛
門

親
子
が
い
る

清里まちづくりだんべえ
（第３１回清里地区文化祭）

好評いただいた清里焼き

（第３１回清里地区文化祭）

清

里
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て



特
に
松
下
政
右
衛
門
は
適
蚕

流
の
普
及
に
努
め
、
さ
ら
に
句

座
を
開
き
、
そ
の
宗
匠
と
し
て

俳
句
の
普
及
に
努
め
た
た
め
、

そ
の
関
係
で
前
原
に
は
今
で
も

俳
句
を
趣
味
と
し
て
い
る
人
が

多
い
。
ま
た
、
他
地
域
で
は
池

端
町
、
青
梨
子
町
の
十
日
夜
、

上
青
梨
子
町
の
盆
踊
り
と
百
万

遍
、
青
梨
子
町
の
天
神
待
ち
、

清
野
町
の
市
指
定
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
の
獅
子
舞
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
郷
土
の

誇
り
と
し
て
保
存
、
継
承
さ
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
前
原

出
身
の
井
草
準
一
氏
の
活
躍
で

あ
る
。
先
生
は
東
京
大
学
理
学

部
数
学
科
を
首
席
で
卒
業
後
、

現
代
数
幾
何
学
の
メ
ッ
カ
と
言

わ
れ
た
京
都
大
学
の
助
教
授
、

そ
の
後
優
秀
な
頭
脳
流
出
の
一

人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン

ス
・
ホ
プ
キ
ン
大
学
の
助
教
授

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
後

同
大
学
の
主
任
教
授
と
し
て
ア

ポ
ロ
計
画
や
ア
メ
リ
カ
数
学
会

(

誌)

編
集
長
の
要
職
に
つ
い
て

世
界
の
数
学
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
。

○

｢

清
里
地
区
民
の
意
向
把

握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査｣

か
ら

(

平
成
十
三
年
十
二
月
調
査)

地
区
住
民
は
居
住
環
境
に
つ

い
て
約
８
割
強
が
満
足
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
静
か
で
緑
が

多
く
市
街
地
に
近
い
。
人
柄
が

よ
く
文
化
程
度
が
高
く
犯
罪
や

災
害
も
な
く
子
育
て
が
し
や
す

い
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

地
区
の
将
来
像
に
つ
い
て
は

「
住
宅
団
地
や
宅
地
化
を
進
め

地
区
の
発
展
を
図
り
た
い
」
が

５
割
強
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
地
区
内
の
生
活
道

路
の
整
備
や
駒
寄
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
早
期
実
現
と
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
共
通
テ

『
心
豊
か
で
、
活

ー
マ
と
し
て

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ

を
設
定
し
た
。

う
』

Ⅲ

実
践
テ
ー
マ
に
つ
い
て

１

伝
統
的
文
化
・
行
事
見

直
し
と
活
性
化
部
会

（
子
ど
も
夏
ま
つ
り
、

清
里
ふ
る
さ
と
祭
・
清

里
花
火
）

２

郷
土
料
理
と
食
育
部
会

（
清
里
焼
き
、
そ
ば
打

ち
教
室
）

３

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推

進

４

社
会
福
祉
部
会

（
子
育
て
サ
ロ
ン
、
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
）

５

事
務
広
部
会
報
（
ま
ち

づ
く
り
広
報
等
発
行
）

Ⅳ

「
ま
ち
づ
く
り
」
を

す
る
上
で
の
基
本
的

態
度

１

地
区
住
民
が
心
を
あ
わ

せ
て
喜
ん
で
参
加
出
来

る
よ
う
に
す
る
。

２

身
近
な
こ
と
か
ら
焦
ら

ず
ゆ
っ
く
り
と
住
人
の

充
足
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。

３

地
区
住
民
の
人
間
関

係
、
連
帯
意
識
が
高
ま

り
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
。

４

人
づ
く
り
と
い
う
基
本

的
な
態
度
で
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
る
よ
う

に
す
る
。

５

地
域
の
伝
統
的
文
化
や

郷
土
料
理
の
継
承
で
あ

り
、
新
し
い
文
化
・
料

理
の
創
造
の
機
会
と
な

る
よ
う
に
す
る
。

６

地
区
住
民
を
「
そ
の
他

大
勢
」
と
な
る
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

全
員
で
取
り
組
む
よ
う

に
す
る
。

７

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
は

「
自
分
た

、

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
の
力
で
、
住
み
や
す

い
安
全
・
安
心
の
ま
ち

を
つ
く
る
」
と
い
う
考

え
に
立
っ
て
当
た
る
。

地域に広がる花いっぱいの輪

（青梨子町地内）

おそばのコーナーも定着
（第３１回清里地区文化祭）

花
い

っ
ぱ
い
運
動

社
会
福
祉
部
会

郷
土
料
理
と
食
育
部
会

郷
土
の
伝
統
行
事
の

見
直
し
と
活
性
化
部
会

事
務
広
報
部
会
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